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複雑地形の台地における日射量と風速シミュレーション
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要約
束松浦半島は複雑地形の台地であり，多くの小さな河川や谷がある。このため微気象が大きく異なる。
また海洋の気象の影響を受けるために気象の予測が困難である。この地域の気候は佐賀平野に比べて温
暖である。冬期，佐賀平野に比べて，最高気温は低いが最低気温は高い。しかし，本地域の中にも気候
が厳しく，最低気湛が佐賀王子野よりも低くなる場所がある。本研究では，この複雑地形の半島における
微気象を理論的に解析した。
Summary 
The Higashimatsuura peninsula is a table land that has complex geographical features. There 
are many small rivers and valleys， so， the microclimate is very different. The sea further affects 
the climate of the land， then it is difficult to predict the weather. 
The climate in this area is temperate compared with the climate of the Saga Plain. 1n winter， 
the maximum air temperature is lower and the minimum air temperature is higher than on the Saga 
plain. But， inthis peninsula， there is the area where climate is severe and air temperature is very 
low in the morning. 1n this study， the microclimate of this complex geographical peninsula was 
theoretically analyzed. 
1 .まえ1J{/!f る作物の水分要求度と土壌の作物根への水分の供
給力のバランスに依存する。前者の要求度は主と
して註射量と風速に依存する。
農業は環境を資源的に活用する産業であり，気
象，地形，土壌，水質及び、水平IJ条件などの生産環
境の特徴を活かすことによって高品質で均質な作
物を生産することができる。
佐賀県東松浦半島(通称上場台地)は小河川や
谷が多く複雑な地形である。このため気象環境も
多様であり，例えば海に開けた一つの小さな谷に
おいて，ピワが多く栽培されているが，これは防
風と日射の気象特性が活かされている一例であろ
つ。
複雑な地形における微気象分布が明確となれば，
ある地域に適した伊物を他の地域に導入する場合
の投資効果と限界をあらかじめ予測できることに
なる。また作物の潜在的な適地を選定することが
可能となる。
作物の生育は水分生理学的には，気象条件によ
前報(田中・大山， 1996) において風が上場台
地の気象に大きく影響し，冬季の早朝に風が強く
なりしばらくすると気温が上昇する額向が見られ
たことを示した。上場台地のような複雑地形の谷
部では，風が弱い場合には放射冷却により低温と
なり，霜の発生があることがわかった。また，少
しの風でも吹けば半島周囲の海水温の影響を受け
て気温が変化することがある。すなわち半島にお
ける風は誼接的には蒸発散量に，間接的には海洋
と陸地との熱の交換による温度形成を通じて，作
物の水分要求度や微気象に影響を及ぼしている。
また作物の栽培適地図をつくるために微気象メ
ッシュマップを作成する予定であるが，この方法
として次の 3つの方法があげられる。
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図-1 白射霊，嵐シミュレーシ器ン対象地域
7月22日時刻 3 12月22日待刻 3
7月22日時主IJ27 12月228 時刻27
堕-3 8射量分布 CW/m') 
複雑地形の台地における臼射放と風速シミュレーション
函-4 一日の呂射量の棺対分布
(1) 気象観測値をもとに震回帰分析を行ってメ
ッシュマップを作成する
(2) 地形情報を使用し気象環境を理論解析しメ
ツシュマップそ作成する
(3) ランドサットによるリモートセンシングデ
ータを利用して作成する
リモ…トセンシングデータは撮影時刻と回数が
限られているので，情報は撮彰時刻の状態に限定
される。本研究では， 2.の方法を用いて，東松浦
半島における日射量と風速について数値シミュレ
ーションによって調べることとした。
2 .日射量及び日照時間
iヨ射量は地形によって大きく奥なる。上場台地
における日射量を知るためには，まず日の出，日
没時刻の正確な時間，周囲の山の影響，斜面の傾
斜角と方位角などを求める必要がある。ここでは
太陽高度の予想モデル(蔵田・岡田， 1984) と日
本地図センターの50mメッシュ数値地図情報によ
る標高データによって，これらの{践を求めた。こ
こでは 7月22日と12月22日を対象にして日射量分
布を求めた。夏更は 6月22日であるが，この頃は
梅雨の時期であるので，梅南あけの 7月22日を選
んだ。また12月22日は冬至である。
北緯35度で7月22日の日の出時刻は 5時00分，
日没は19時00分，南中高度は75度である。また12
月22日はおのおの 7時11分， 16時50分， 32度であ
る。
また対象地域は図 1に示す約10kmX10kmの佐
賀県唐津市竹木場，梨}I内地域である。この地域
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図-6 日射量計算地点
は上場台地のなかでもっとも標高が高く，また谷
も深く複雑な地形である。国一2は数値地図情報
により等高線を示したものである。
図 3は得られた日射最 (W/m2) の分布であ
る。図に示す時刻の意味は，日の出から日没まで
の時間を30等分した時簡をム tとしたとき，時刻
Nは日の出時期十Nムtという意味である。例え
ば7月22日の時刻3は7時23分である。梨川内付
近で台地の影ができていることがわかる。また夕
方には逆に見階のほうに台地の影が見られる。図
4は一日の日射量の相対的な比較をしているが，
最大と最小とでは 2倍以上の差がある。ここで一
自当りの日射量を求めるためには換算が必要であ
る。
日射量は土地の傾斜角と傾斜方向によって異な
るが，周囲の地形の影響すなわち，その地点の標
高よりも高い場所によって直達日射が遮られるこ
とによる影響が大きい。普通，畑は{頃斜が小さい
のでここでは，傾斜角を O度として自射量を計算
した。
5で，白く示す地域は各時刻で日陰となっ
た地域を示す。太揚高度が低い12月の方が日i塗に
なる面積が広い。上場台地の日照時間は佐賀平野
に比べて，とくに冬季は 2割程度少ない。図 5 
に示すように複雑地形の上場台地の谷部では，
い時刻に日陰となり，台地上よりもさらに日射量
が少なくなる。作物の生産力のメッシュマップを
作成する上で，この日射量分布は非常に重要な役
割を果たす。
図 6に示す各点の12月22日の日射量の変化を
9は風向風速のベクトルをまた図 10には
3次元的に表示している。
梨河内付近は周由を台地で屈まれており盆地状
の地形であり，ここでは計算対象領域を東松浦半
品全体ではないので，半鳥全体を対象として風向
風速を求めた場合には，梨河内では更に風速が小
さくなると推測される。
梨河内付近は海からの風の影響が上場台地の中
でも少ないために気温変化が緩和されずに，気温
が佐賀平野よりも更に抵くなる場合もあると考え
竹木場で地上10mの風速が 8m/secとしたと
きの，北東と東風の場合の地上10mの風速分布の
計算結果を図 8に示す。東風の場合，最大12.6
出 /sec，最小が4.7m/secである。また北東嵐の場
合は最大10.9m/sec，最5.1m/secであった。梨川
内付近では台地上に比べて風速が約半分となるこ
とがわかる。局所的には竹木場よりも大きな風速
を示す場所もあるが，概して台地上では風速が大
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(a)北東のE誌の場合
復雑地形の台地における日射が:と風速シミュレーション
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3 .風の計算
風速は大きくはこつの数値モデルによってシミ
トされる(横山， 1992)。一つは Jackson-
Hunt理論に基づくもので，これは質最と運動量
の保存を示す Navier-Stokes式を満たすように
つくられている。もう一つは質量保葬式のみを満
たしている質量保存モデル (Mass-consistentモ
デル)に基づくものである。ここでは後者のモデ
ルそ使用して風向，風速を求めた。計算対象領域
は日射量を計算したときと同じである
図 7に示している。この図からも日射が日陰と
なって1点のように非常に少なくなる地域がある
ことがわかる。
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図-7 日射霊の変化
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(a)北京風の場合
0.00 
(b)東風の場合
図-9 風向風速の分布
られる。
4.あとカfき
台地の微気象に大きな影響を及ぽす日射量と風
向風速をシミュレートして良好な結果が得られた。
これらの結果を利用することによって，蒸発散量
分布，最低気温発生機構，海洋由来の塩分の挙動
などの解析が可能となった。今後は東松滞半島の
全域まで対象地域を拡大して微気象分布をシミュ
レートする予定である。
国一10 風向風速の 3次元表示
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